
市民のうこ・き
昭和61年 9月30日現在

人口 39，972人 (十12)

男 19，096人(+5) 

女 20，876人(+7) 

世帯数 12，717世帯 (+21) 

面積 240.93平方キロメートル
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旧
跡
を
た
ど
る
⑩

は
る
み
ち

矢
野
玄
道
旧
宅

大
洲
市
阿
蔵
の
有
松
地
区
に
は
、
矢

野
玄
道
旧
宅
と
塞
が
あ
り
ま
す
。

矢
野
玄
道
は
、
一
八
二
一
ニ
年
(
文
政

六
)
に
生
ま
れ
、
六
歳
の
と
き
に
は
、

父
か
ら
論
語
を
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
英
才
で
し
た
。

玄
道
は
、
終
生
名
声
や
利
益
を
追
わ

ず
、
国
学
の
研
究
に
い
そ
し
み
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
清
貧
に
甘
ん
じ
、
旅
宿

生
活
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
門
人
は

全
国
に
お
よ
び
、
そ
の
教
え
を
受
け
た

も
の
は
千
数
百
人
、
著
書
は
七
百
あ
ま

り
に
も
な
り
ま
す
。

明
治
二
十
年
、
大
洲
で
病
没
し
、
阿

蔵
有
松
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
は
没

後
百
年
に
な
り
ま
す
。
矢
野
玄
道
旧
宅

と
墓
は
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
に
、
大

洲
市
指
定
史
跡
に
な
り
ま
し
た
。

所
在
大
洲
市
阿
蔵
甲
二
三
O
番
地

指
定
地
積
住
居
わ
ら
ぶ
き
平
家
建

て
三
十
四
坪
(
約
二

O
平
方
日
)
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大
洲
市
議
会
議
員
選
挙

9
月
幻
日
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任
期
満
了
に
伴
う
大
洲
市
議
会
議
員
の
選
挙
が
、
九

月
二
十
七
日
(
土
)
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
、
定
数
二
十
四
人
に
対
し
新
人
三

人
を
含
む
二
十
六
人
が
立
候
補
し
て
、
九
月
二
十
六
日

ま
で
活
発
な
選
挙
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
二
十
七
日
、
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
大
洲
市
役

所
大
ホ
ー
ル
で
即
日
開
票
の
結
果
、
二
十
四
人
の
新
し

い
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

おおず広報
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わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
、
最
も
身
近

な
大
洲
市
議
会
議
員
を
選
ぶ
選
挙
は
、

九
月
二
十
七
日
午
前
七
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で
、
市
内
二
十
六
ヵ
所
で
投
票
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
九
月
二
十
日
に
告

示
さ
れ
、
同
日
、
定
数
二
十
四
人
に
対

し
二
十
六
人
の
立
候
補
者
が
あ
り
、
前

回
に
続
い
て
少
数
立
候
補
者
に
よ
る
選

挙
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
大
洲
市
役
所

大
ホ
l
ル
で
即
日
開
票
が
行
わ
れ
、
午

後
十
一
時
前
に
二
十
四
人
の
新
し
い
議

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
議
員
の
内
訳
は
、
現
職
二
十
二
人
、

新
人
二
人
で
す
。
ま
た
党
派
別
で
は
、

自
由
民
主
党
二
十
人
、
日
本
社
会
党
一

人
、
公
明
党
一
入
、
日
本
共
産
党
一
人
、

無
所
属
一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
の
有
権
者
数
は
、
二
万
八
千
四

百
三
十
八
人
で
、
投
票
総
数
は
、
二
万

四
千
二
百
五
十
四
票
、
投
票
率
は
、
前
回

を
二
・
二
九
%
上
回
る
八
五
・
二
九
%

で
し
た
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
期
待
と
信
頼

を
込
め
た
一
票
を
投
じ
て
、
当
選
し
た

二
十
四
人
の
新
議
員
。

期待をこめて 票を投じます

こ
れ
か
ら
、
市
政
の
場
で
活
躍
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
洲
市
議
選
開
票
結
果

(
選
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、
定
数
剖
)
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新

(
案
分
票
は
小
数
点
以
下
切
り
捨
て
)

字数の年

覧

町
・

+i'

.

内

率

(
票

有権者数 投票者数 二ゴt又&耳習てー指「

男 13.194人 10，958人 83.05% 
(80.54%) 

女 15，244人 13，296人 87.22% 
(85.13%) 

計 28，438人 24，254人 85.29% 
(83.00%) 

主主
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おおず広報

新
議
員
の
紹
介

新
し
く
市
議
会
議
員
に
な
ら
れ
た

の
は
次
の
人
た
ち
で
す
。
ご
れ
か
ら

の
活
躍
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

(
年
齢
は
九
月
二
十
七
日
現
在
)

久〈
保ぼ
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信
(
日
)

橋f
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猶
範
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大
洲
市
議
会
議
長

小

泉

紘

文

市
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
ご
ろ
市
政

進
展
の
た
め
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を

い
た
だ
い
て
わ
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か

ら
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
九
月
二
十
七
日
執
行
の
市
議
会

議
員
選
挙
に
わ
き
ま
し
で
は
、
多
数
の

御
支
持
を
い
た
だ
き
、
六
度
目
の
当
選

の
栄
に
浴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
十
月
六

日
選
挙
後
初
の
臨
時
市
議
会
に
お
き
ま

し
で
は
、
は
か
ら
ず
も
大
多
数
の
推
挙

を
受
け
、
再
度
議
長
の
要
職
に
つ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
更
な
が
ら
、
職
務
の
重
大
さ
を
痛

感
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
微
力
な
が

ら
も
、
過
去
の
経
験
を
生
か
し
、
最
善

を
尽
く
し
て
、
職
務
の
遂
行
に
遁
進
い

た
す
べ
く
心
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り

ま
す
。本

市
は
、
誕
生
以
来
三
十
余
年
、
先

輩
各
位
の
御
努
力
と
全
市
民
の
御
協
力

に
よ
り
大
き
く
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
後
進
性
は
強

く
、
道
路
網
の
整
備
、
公
共
下
水
道
の

整
備
、
廃
棄
物
処
理
場
の
建
設
等
々
、

都
市
基
盤
・
生
活
環
境
の
整
備
を
初
め

正
副
議
長
就
任
の
ご
あ

大
洲
市
議
会
副
議
長

谷

岡

重

夫

おおず広報

市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政
進
展
の
た

め
何
か
と
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

私
は
、
去
る
十
月
六
日
の
臨
時
市
議

い
さ
ず〉

会
に
お
き
ま
し
て
、
副
議
長
に
推
さ
れ

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
て
お
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

市
民
の
皆
様
の
御
期
待
に
沿
い
得
る
か

ど
う
か
危
具
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

ベ
テ
ラ
ン
小
泉
議
長
の
女
房
役
と
し
て

議
会
の
円
満
な
る
運
営
に
努
め
る
と
と

も
に
、
全
市
民
の
福
祉
増
進
に
努
力
い

た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
の
社
会
・
経
済
情
勢
は
、
国
際

化
、
情
報
化
、
高
齢
化
の
進
行
す
る
中

に
ふ
め
っ
て
、
国
・
地
方
を
通
じ
て
の
財

緊
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
山
積
み
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
一
方
、
国
・
地
方
を
通
じ
て
の

財
政
の
硬
直
化
、
高
齢
化
、
国
際
化
、

情
報
化
等
、
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る

施
策
が
重
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

中
で
も
、
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
備

え
、
全
市
民
の
健
康
維
持
増
進
・
体
力

守
つ
く
り
、
御
老
人
へ
の
よ
り
一
層
の
対

策
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
御
期
待
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
御
期
待
に
沿

う
よ
う
、
議
会
の
円
満
な
る
運
営
に
努

め
、
執
行
機
関
と
も
協
調
を
図
り
、
全

市
民
の
幸
せ
と
市
勢
伸
展
の
た
め
力
の

限
り
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
一
一
層
の
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

政
硬
直
な
ど
、
大
変
験
し
い
環
境
下
に

ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
市
政
に
反
映
さ
せ
、
人
間

性
豊
か
な
教
育
文
化
都
市
の
建
設
、
地

域
産
業
の
振
興
に
よ
り
豊
か
で
活
力
あ

る
住
み
よ
い
地
域
ゃ
つ
く
り
な
ど
に
全
力

を
傾
注
し
、
よ
り
一
層
の
市
勢
伸
展
に

努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
御
支
援
、

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
意
は
尽
く
し
ま
せ
ん
が
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

臨
時
市
議
会

議
長
に
小
泉
氏
、

副
議
長
に
谷
岡
氏

十
月
六
日
、
午
後
二
時
に
聞
か
れ
た

臨
時
市
議
会
で
は
、
正
・
副
議
長
、
委

員
会
構
成
な
ど
の
議
会
人
事
が
行
わ
れ

議
長
に
小
泉
紘
文
氏
、
副
議
長
に
谷
岡

重
夫
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
人
事
案
件
(
監
査
委
員
の
選

任
)
一
件
、
条
例
制
定
(
大
洲
市
総
合

体
育
館
建
設
委
員
会
条
例
)
一
件
、
補

正
予
算
一
件
、
委
員
会
の
設
置
(
肱
川

流
域
開
発
調
査
特
別
委
員
会
)
一
件
が

提
出
さ
れ
、
議
会
の
同
意
な
ど
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

正
・
副
議
長
の
選
挙

市
議
会
議
員
選
挙
に
伴
い
、
正
・
副

議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
小
泉

紘
文
氏
、
副
議
長
に
谷
岡
重
夫
氏
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

両
氏
の
略
歴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
泉
紘
文
議
長
四
十
五
歳
当
選
六

回
、
大
洲
市
観
光
協
会
副
会
長
、
八
多

喜
商
工
会
会
長
、
大
洲
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
長
。
県
立
大
洲
高
等
学
校
普

通
科
卒
。
住
所

1
八
多
喜
町
甲
二
四

谷
間
重
夫
副
議
長
六
十
三
歳
当
選

三
回
松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部
調

停
委
員
、
大
川
保
健
福
祉
協
議
会
長
。

大
成
尋
常
高
等
小
学
校
卒
。
住
所
H
H
森

山
甲
一
三
七
四
。

市
議
会
各
委
員
会
委
員
の
改
選

(
@
委
員
長
、

O
副
委
員
長
)

総
務
商
工
委
員
会

O
往
因
子
鶴
亀

O
久
保
幸
一
吉
岡
昇
平
亀
岡
利
彦

黒
田
一
郎
西
田
善
生
米
沢
忠
重

押
田
貞
義

建
設
農
林
委
員
会

O
尾
崎
寿
喜
男

O
二
宮
義
邦
久
保
勝
谷
岡
重
夫

木
元
秋
輝
大
野
新
策
稲
葉
菅
小

泉
紘
文

厚
生
文
教
委
員
会
@
竹
田
伝

O
大
森

隆
雄
久
保
幸
信
竹
田
豊
記
宇
都

宮
敏
伯
橋
本
猶
範
金
野
福
夫
上

田
安
範

大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組
合
議
会
議
員

吉
岡
昇
平
押
田
貞
義
久
保
幸
一

竹
田
豊
記

大
洲
市
、
喜
多
郡
長
浜
町
外
四
ケ
町
村

組
合
議
会
議
員
金
野
福
夫

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏
組

合
議
会
議
員
米
沢
忠
重

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

宇
都
宮
敏
伯

肱
川
流
域
開
発
調
査
特
別
委
員
会

。
上
田
安
範

O
亀
岡
利
彦
橋
本
猶
範

竹
田
豊
記
尾
崎
寿
喜
男
往
田
千
鶴

亀
金
野
福
夫
米
沢
忠
重

監
査
委
員
の
選
任

稲
葉
育
(
新
谷

4 
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観光客2万3干人

今
年
、
大
洲
名
物
の
ウ
飼
い
は
、
天

候
に
恵
ま
れ
、
出
船
数
二
千
百
七
隻
、

乗
船
客
数
は
、
二
万
三
千
三
百
三
十
四

人
と
好
調
で
し
た
。

昨
年
に
比
べ
る
と
、
約
四
千
五
百
人

(
二
十
四
%
)
増
加
し
て
お
り
、
二
年

振
り
に
二
万
人
台
に
カ
ム
バ
ッ
ク
し
て

い
ま
す
。

好
調
だ
っ
た
原
因
と
し
て
は
、
雨
の

白
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
今
年
は
ウ
飼

い
三
十
周
年
に
あ
た
り
、
各
地
で
積
極

的
な

P
Rを
し
た
こ
と
な
ど
が
、
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

おおず広報

今
年
の
ウ
飼
い
は
、
六
月
一
日
か
ら

九
月
二
十
日
ま
で
百
十
二
日
の
期
間
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
稼
動
日
数
百
二
日

と
天
候
に
恵
ま
れ
、
遊
覧
船
の
出
船
数
、

乗
船
客
数
と
も
に
大
幅
に
伸
び
て
、
消

費
額
も
約
一
億
八
千
六
百
万
円
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
観
光
協
会
で
は
、
好
調
だ
っ

た
原
因
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

①
八
月
中
に
天
候
が
安
定
し
て
い
て
、

水
量
も
ウ
飼
い
に
支
障
が
な
か
っ
た
。

②
ウ
飼
い
却
周
年
で
あ
る
た
め
、
積
極

的
に
広
報
宣
伝
を
し
た
。

③
内
山
線
が
開
通
し
て
、
松
山
市
な
ど

か
ら
の
観
光
客
が
増
え
た
。

地
域
別
に
観
光
客
数
を
見
る
と
、

O
県
内
一
千
七
百
二
十
隻

(
八
一
・
六
%
)

O
四
国
三
県
二
百
八
十
隻

(
一
三
・
三
%
)

O

四

国

外

百

七

隻
(
五
・
一
%
)

と
い
う
内
訳
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年

-gu 
自司企ウ

に
比
べ
る
と
、
四
国
三
県
は
、
約
八
O

%
の
増
、
四
国
外
も
約
七
O
%
の
増
と

県
外
か
ら
の
観
光
客
が
増
え
て
お
り
、

大
洲
の
ウ
飼
い
の
評
価
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。

昭
和
五
十
九
年
、
昭
和
六
十
年
と
観

光
客
は
、
一
万
八
千
人
台
と
や
や
低
調

で
し
た
が
、
今
年
は
二
万
三
千
三
百
三

十
四
人
と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

し
か
し
観
光
協
会
で
は
、

①
週
末
に
予
約
が
殺
倒
し
、
予
約
に
応

じ
切
れ
な
い
場
合
が
あ
っ
た
。

②
ウ
飼
い
の
予
約
方
法
、
料
金
を
も
っ

企ウの感謝祭

と
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
、
二
つ
の
問
題
点
を
挙
げ
、
な
ん
と

か
問
題
点
を
解
消
し
て
、
来
年
は
さ
ら

に
多
く
の
人
に
ウ
飼
い
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
関
係
者
は
は
り
き
っ
て

い
ま
す
。

一 5

ウ飼い観光客調べ
11 

晃司 間 日 数 112 

II 

稼 動 日 数 102 

'" 目 標 2，082 
出

t笠

実 積 2 .107 
船 % 

達成率 101. 2 
数

対前年比 23.4%増

tを

稼動日平均出船数 20.7 
人

乗 船 客 数 23，334 

立す 前 年 上七 24.2%増
T-fIJ 

推定消費金額 186.672 

対 前 年 上ヒ 24%増

よ
く
頑
張
っ
た
ウ
に
感
謝

九
月
二
十
九
日
、
緑
地
公
園
下
の
河

原
で
、
ウ
の
感
謝
祭
が
行
わ
れ
、
シ
ー

ズ
ン
通
し
て
頑
張
っ
た
ウ
十
五
羽
に
好

物
の
小
ア
ジ
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
半
か
ら
始
ま
っ
た
感
謝

祭
に
は
、
大
洲
市
観
光
協
会
、
ウ
飼
い

登
録
底
、
ウ
匠
の
三
瀬
秋
俊
さ
ん
ら
関

係
者
四
十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

米
沢
観
光
協
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

関
係
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
子
に
小
ア
ジ
を

持
っ
て
「
お
は
な
は
ん
」
や
「
三
波
春

夫
」
な
ど
名
前
の
つ
け
て
あ
る
ウ
に
投

げ
与
え
、
ウ
も
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
満

足
そ
う
で
し
た
。
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職員の給与を公表

大 洲 市

(1 ) 人件費の状況(普通会計決算)

区分
人 口

歳出額 A
(61.3.31現在)

実 質収支 人件費 B 人件費率 3 60年度人件費率

60年度 39，613人 98億1，602万円 5億5，346万円
湖町円!

22.5% 19.4% 

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

(2) 職員給与費の状況(普通会計予算)

職 員 数 *ドh口 与 費 l人当り
区 分

A 高合 学ト 職員手当 期末・勤勉子当 計 B 給与費 B
A 

61年度 403 10億7，268万円 1億3，962万円 4億4，871万円 16億6，101万円 412万円

(注) 1.職員手当には退職手当を含みません。

2.給与費は、 9月補正後の予算に計上された額です。

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額および

平均年齢の状況 (61年4月1日現在)

じここコ一般行政職

E二二コ技能労務職

平均年大洲市 264，200 」399歳
平均給与 189.495 4l.6歳

齢

大洲市 230.667 39.9歳
平均給料 179.831 4l.6歳

国 231，339 39.7歳
平均給料 209，497 47.3歳

10万円 20万円 30万円

平均給料・給与月額

(4) 職員の初任給の状況 (61年4月1日現在)

一般行政職

区 分
大洲市、国ともに同じ

初任給 採用 2年後

大品ヲ乙 ー「 113 ，200円 125 ，100円

高校卒 95 ，500円 101 ，700円

(注)初任給は試験の結果に基づいて採用された場合の額です。

(5) 職員の経験年数、学歴別平均給料月額の状況

区 分
経験年数 経験年数 経験年数

13年 17年 20年

般 大A守二寸古ー215，600円 248，366円

行政職 口同Jぺt川六、一ス「うず 170，220円 214，171円 224，666円

技能 品校卒

労務職 中学卒 125，100円 160，150円 188，200円

(注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している

場合は、採用後の年数です。
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(6) 一般行政職の級別職員数の状況 (61年4月 1日現在)

区 分 1級 2級 3級 4 高及 5級 6級 7級 8 車及 9級 計

標準的ナ」職務 主事 下級 上級
主査 係長

専門 課長
課長 部長

内容 字画 主事 主事 員 補佐
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

職 員数 7 63 31 86 48 26 26 24 51 316 

ラる 。ん 今も 。ゐ ラ6 ラも ラも ラ6 。ゐ % 

構 成比 2.2 19.9 9.8 27.3 15.2 8.2 8.2 7.6 1.6 100 

% 時 % % % 
ラ6 唱 ラ会

1年目Uの
参

構成比
2.9 24.1 7.6 40.3 15.9 7.6 1.6 100 

% nん % ラ6 % % % 。ん
5年前の

考 構成比
2.3 24.7 10.5 37.8 15.5 7.9 1.3 100 

(i主) 1 大洲市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的在職務です。

(7) 昇給期間短縮の状況

年度 区 分 メ口5、 ノ:s-

(8) 職員手当の状況

区分 大 羽'i'I 市 国

期末子当 勤勉子当

洲市大
期末手当

6月期 1.4月分 0.5月分

12月期 1.9月分 0.6月分 EとJ 
勤勉手当 3月期 0.5月分 同

計 3.8月分 1.1月分 ) 

59 
職員数 A 522人

年

普通昇給期間(12-24
14人月) をま豆荷主して界主合し

た職員数 B 

度
比率 B/A 2.7% 

60 
職員数 A 522人

普通昇給期間 (12-24
年 月)を短縮して昇給し 15人

た職員数 B 

支給率 自己都合 勧 奨 定 年
度

比率 B/A 2.9% 

勤続 20年 21.0月分 28.875月分芙

勤続 25年 33.75月分 44.55月分型

退職 手 当
勤続 35年 47 .5Fl:S-62.7 月分回|

最高限度額 60.0月分 62.7月分 Iと司

(61年3月31 その他の加算措置定年前早期退職特別措置こ
日現在)

(2 %-20%加算)

区 分

職員全体に占める子

当支給職員の割合

特殊勤務 支給対象職員 1人当

たり平均支給年額

手 当
手当の種類(手当数)

退職時 勧奨退職
退職時

特別昇給 2号給
特別昇給

l号俸

1人当たり自己都合勧奨

平均支給額 191万円 1，994万円

(60年度) 支給額の多い

代表的 手当

な手当
多くの職員にの名称
支給されてい

(注)退職手当の一人当たり平均支給額、は、前年度に退職した全職

種に係る職員の平均額です。
」

る手当

区 分 内 ロノトヤ、4 国の制度との異同

扶養手当
配偶者14，000円、扶養親族2人目まで4，500円、その他1.000円、配偶者のな

同
い職員の扶養親族1人目19，500円

住 居 手 当
借家居住者 家賃と 9，000円との差額が7，500円に達するまではその差額を;支

同
給。(支給限度額15.000円) 持家居住者 1，000円(取得後 5年以内2.500円)

通勤手当
父通機関利用 運賃相当額

異通勤距離片道 2km以上 交通用具利用 運賃相当額の65%

一

内

一般行政職 技能労務職

299人 65人

10人 。
3.3% 。
315人 71人

10人 0人

3.2% 0%  

ノ土¥ 職 種

42.2% 

312，873円

26 

研究手当(医療)、精薄児施設

勤務手当、老人ホーム勤務手
当、税務職子当、社会福祉手当

出納員手当、現場監督子当、
税務職子当、精薄児施設手当
勤務、老人ホーム勤務手当

国の制度と異なる内容

星交通望主用主具利雪嘉用吉につこ対いてし

(9) 特別職の報酬などの状況 (61年4月1日現在) 時間外勤務手当

区 分 給料、報酬などの月額 期 末 子当 年度 支給総額 職員 l人当たり支給年額

市 長 695，000円
助 役 545，000円

(60年度支給割合)

収入役 473，000円
6月 1.4月分

Z義 長 305，000円
12月 1.9月分

副議長 258，000円
3月 0.5月分

5義 員 235.000円
計 3.8月分

59年度 3，503万円 6万7千円

60年度 3，795万円 7万3千円

7 



おおず

面詰詰泊司

昭和61年11月1日

議及長j司晶9~cg)己主4]くふ

広報

11月2日(日)
11月3日(月)

十
一
月
二
日
、
一
二
日
は
第
一
二
十
九
回

商
工
ま
つ
り
、
市
民
生
活
展
に
加
え
で

第
十
回
愛
媛
県
産
品
ま
つ
り
も
開
催
さ

れ
ま
す
。

次
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

市

民

生

活

展

V
テ
I
マ

V
期

間

あ
な
た
が
狙
わ
れ
て
い
る

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二

日
(
日
)
、
三
日
(
月
)

午
前
十
時
か
ら

大
洲
市
民
会
館

①
訪
問
販
売
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示

V
会

場

V
展
示
物

会

場

案

内

函

②
健
康
食
品

③
米
消
費
拡
大

④
洗
剤
の
知
識

⑤
た
か
ら
市
(
即
売
)

※
ほ
か
に
、
大
洲
市
民
会
館
で
は
、
竹

細
工
作
品
展
、
国
民
年
金
展
、
観
光
展

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

愛
媛
県
産
品
ま
つ
り

H

お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
μ

を
設
置

不
用
の
お
も
ち
ゃ
を
募
集
中

大
洲
市
で
は
、
「
愛
育
ホ
l
ム
」
で
在

宅
の
心
身
障
害
児
と
そ
の
保
護
者
に
対

し
て
継
続
的
に
適
切
な
療
育
指
導
と
機

能
回
復
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

A
7
年
度
か
ら
、
お
も
ち
ゃ
と
遊
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
障
害
児
の
情
緒
の
安
定
や

身
体
の
発
達
を
図
る
た
め

H

お
も
ち
ゃ

の
図
書
館
N

を
新
設
し
ま
す
。

ご
家
庭
で
使
わ
れ
て
い
な
い
お
も
ち

ゃ
を
持
ち
寄
っ
て
項
き
、
「
愛
育
ホ
l
ム」

に
通
所
す
る
障
害
児
の
た
め
に
役
立
て

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

V
募
集
す
る
お
も
ち
ゃ

(
で
き
れ
ば
木
製
、
布
製
の
も
の
)

折
り
紙
、
ガ
ラ
ガ
ラ
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
、

太
鼓
、
輪
な
げ
、
ボ

i
ル
、
積
み
木
、

ミ
ニ
カ
ー
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
ま
ま
ご
と

遊
び
の
道
具
、
粘
土
、
人
形
な
ど
。

受

付大
洲
市
役
所
1
階
、
大
洲
市
福
祉
事

務
所
援
護
係

※
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
援
護
係
へ

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
7
6

- 8ー

月
十
五

十
ノ、

日

最

大
洲
青
年
の
家
で
は
、
恒
例
に
な
っ

た
「
感
謝
の
つ
ど
い
」
を
十
一
月
の
十

五
、
十
六
日
に
実
施
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

十
一
月
十
五
日
(
土
)
十
六
時
か
ら

体
験
宿
泊
・
体
験
研
修
(
ゲ
i
ム
や

ダ
ン
ス
な
ど
)

十
一
月
十
六
日
(
目
)
九
時

1
十
六
時

-
競
技
少
年
少
女
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
綱
引
き

大
会
、
ゲ
l
ト
ボ
l
ル

大
会

-
ゲ
l
ム
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
、
親
子
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

-
行
事
野
外
炊
飯
、
屋
上
カ
ヌ
l
ラ

ン
ド
、
ポ
ニ

i
牧
場
、
愛
の
献
血

-
展
示
・
パ
ザ
i

三
崎
写
真
展
、
生

け
花
展
、
切
手
展
、
盆
栽
展
、
人
形
劇
、

特
産
品
販
売
、
手
芸
品
製
作
販
売

詳
し
く
は
、
大
洲
青
年
の
家
へ

宮

@
5
1
7
5



全

日

本

抜

万

道

記

念

大

会

一

大
洲
の
大
原
さ
ん
、
管
原
さ
ん
が
全
国
二
位
に

、
人
ソ
闘
騒
麟
麟
翻
酬
明
…
泊
二
か
ら
柔
道
を
や
れ
と

鴻
繍
鴻
鴻
織
問
機
欄
麟
翻
鱒
一
一
日
¥
、
ん
パ
}
ノ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

機
内
ふ
い
γ同
Vゆ
〕
円
割
く
そ
し
と
頑
張
っ
た

¥ん

J
ご
い
九
円
、
吋
崎
市
が
あ
る
よ
う
な
も
の

繍グトーぐ
i
h
J
i官
武
道
歴
は
、
四
十

麟
齢
野
骨
髄
輪
伊
i

m

対
日
が
、
剣
道
、
柔
道
、

調
湘
鴻
鴻
ふ
れ
ぬ
麟
瞬
、

¥
J

て
い
ま
し
た
。
抜
万

武

道

歴

四

十

六

年

し

た

が

、

教

土

八

段

は
、
関
西
で
は
私
一

全
国
二
位
に
な
っ
て
も
、
日
ご
ろ
の
今
度
の
大
会
で
は
、

成
果
を
十
分
に
発
揮
で
き
た
と
い
う
こ
し
て
い
た
ん
で
す
が

と
だ
け
で
、
特
別
な
感
激
は
あ
り
ま
せ
し
た
。

ん

で

し

た

ね

。

し

か

し

、

教

え

子

剣
道
は
、
小
学
校
四
年
の
こ
ろ
か
ら
位
に
な
っ
た
の
は
、

始
め
ま
し
た
が
、
お
前
は
素
質
が
無
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す

敗
れ
は
し
ま
し
た

ん
勝
ま
で
い
け
る
と
は

付
加
ん
で
し
た
。
た
だ
、

事
情
集
ま
っ
て
い
る
の
で

-
3
、
歳
い
切
り
方
を
し
よ
う

ヨ匂
d
r
h
u

習

3

ま
し
た
。

剣
道
は
、
十
年
ほ

い
て
四
段
、
抜
万
道

六
段
で
す
。

ど
ち
ら
か
と
い
え

う
が
、
面
白
い
で
す

今
、
農
校
で
剣
道

い
ま
す
が
、
素
振
り

ま
り
練
習
は
し
て
い

おおず広報昭和61年11月1日

八
月
十
七
日
、
横
浜
の
鶴
見
会
館
で

行
わ
れ
た
「
全
日
本
抜
万
道
第
十
周
年

記
念
大
会
」
で
、
大
洲
か
ら
出
場
し
た

大
原
さ
ん
が
高
段
者
の
部
で
、
一
官
原
さ

ん
が
六
段
以
上
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
二
位

に
な
り
ま
し
た
。
(
個
人
試
し
切
り
)

大
会
に
は
、
全
国
か
ら
約
百
五
十
人

が
参
加
、
高
段
者
の
部
、
六
段
以
上
の

部
そ
れ
ぞ
れ
三
十
人
の
強
豪
が
、
試
し

切
り
の
技
を
競
い
ま
し
た
。

抜
万
道
は
、
大
洲
で
は
二
年
前
か
ら

大
原
さ
ん
を
中
心
に
し
て
広
ま
っ
て
お

り
、
大
洲
で
は
約
五
十
人
の
愛
好
者
が

い
ま
す
。

抜
万
道
は
、
真
剣
を
扱
う
だ
け
に
、

強
い
集
中
力
が
要
求
さ
れ
、
剣
道
よ
り

も
精
神
的
に
は
疲
労
度
が
高
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

管
原
さ
ん
は
、
大
洲
農
業
高
等
学
校

の
教
師
で
、
剣
道
四
段
、
抜
万
道
錬
士

六
段
。大

原
さ
ん
は
、
剣
道
教
士
七
段
、
抜

万
道
教
士
八
段
で
国
際
武
道
院
正
会
員

で
す
。二

人
と
も
、
抜
万
道
の
全
国
大
会
に

出
場
す
る
の
は
、
今
年
が
初
め
て
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
初
出
場
に
し
て
全
国

で
二
位
と
い
う
好
成
績
を
修
め
、
今
後

の
抜
万
道
、
剣
道
で
の
活
躍
が
期
得
さ

れ
ま
す
。

全
国
大
会
に
出
場
す
る
の
は
、
初
め

て
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
か
な
り
緊

張
し
て
い
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
、
と
に
か
く
や
る
し
か

な
い
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。

7
国
民
年
金
還
元
融
資
で
・
l

」

「
l

@

医
療
機
器
を
整
備
充
実
し

、
〉
:
、
い
汀
川
川
市

院病洲大
V
全
身
用

X
線
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

断
層
撮
罷
装
置
を
導
入

医
療
需
要
の
高
度
化
、
多
様
化
に
対

応
し
、
地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能

充
実
を
図
る
た
め
、
五
千
六
百
五
十
万

円
の
融
資
を
受
け
で
購
入
し
ま
し
た
。

i
i
I
i
i
j
議
出
語
還
麹
襲

&
B
E
E
S
-

哩診

骨

... 
@ 

5

〉

i
ど
仁
M
Pぱ
点
心
N

認
は
滋

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

金

一

封

柚

木

松

本

茂

幸

金
一
封
片
原
町
松
村
燃
料
庖

金

一

封

大

洲

長

滝

ツ

ヤ

コ

金
一
封
(
土
曜
夜
市
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

益
金
)
本
町
一
丁
目
商
庖
街
振
興
組
合

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

上

野

浩

樹

企全身用CT

V
ヤ
グ
レ
ー
ザ
ー
手
衛
装
置
ほ
か

眼
科
最
新
鋭
機
器
を
導
入

眼
内
レ
ン
ズ
移
植
後
ま
た
は
後
発
白

内
障
の
手
術
に
用
い
る
ヤ
グ
レ
ー
ザ
ー

手
術
装
置
ほ
か
三
品
目
を
二
千
四
百
万

円
の
融
資
を
受
け
て
購
入
し
ま
し
た
。

大
洲
病
院
で
は
、
医
療
機
器
を
整
備

し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
力
し

て
い
ま
す
。

- 9ー

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

春

賀

矢

野

嘉

文

(
物
品
の
口
座
)

寝
た
き
り
老
人
用
の
ベ
ッ
ト
一
台

柚

木

大

下

勝

重

車
椅
子
一
台
若
宮
山
内
ヒ
ロ
イ

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会



新
町
地
区
の
下
排
水
路
を
整
備

刀
工
事
中
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
μ

「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
」
コ
ン
ク
ー
ル

地
方
審
査
ヘ
四
点
出
品

九
月
二
十
四
日
、
大
洲
郵
便
局
の
二
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
大
洲
市
、
喜
多

階
で
、
第
十
二
回
「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
郡
の
小
、
中
学
校
二
十
五
校
か
ら
、
二

金
箱
」
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
が
行
わ
れ
、
千
八
百
十
八
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
o

d

ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
の
貯
金
箱
四
点
審
査
に
は
、
大
洲
高
校
の
中
岡
先
生

が
、
四
国
地
方
審
査
に
出
品
さ
れ
る
こ
や
大
洲
郵
便
局
の
二
宮
局
長
な
ど
四
人

と

が

決

ま

り

ま

し

た

。

が

あ

た

り

、

上

須

戒

小

学

校

の

上

田

照

美
ち
ゃ
ん
ほ
か
二
十
五
名
が

A
f
f

大
洲
郵
便
局
長
賞
に
選
ば
れ
、

次
の
四
人
の
作
品
が
四
国
地

方
審
査
に
出
品
さ
れ
ま
し
た

0

・
小
学
校
高
学
年

須
内
司
(
大
洲
小
四
)

尾
崎
賢
二
(
大
洲
小
六
)

・
小
学
校
低
学
年

宮
本
貴
之
(
粟
津
小
三
)

山
本
奈
穂
(
喜
多
小
二
)

昭和61年11月1日

若
宮
、
新
町
地
区
の
下
排
水
路
改
修

工
事
を
略
図
の
よ
う
に
実
施
い
た
し
ま

す
。
下
水
管
を
埋
設
す
る
た
め
、
通
行

を
制
限
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
都
度
、
標
示
板
で
適
切
な
案
内
を
い

た
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
工
事
期
間

昭
和
六
十
一
年
九
月
六
日
か
ら

昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

O
通
行
制
限
(
軽
自
動
車
以
上
通
行
止

め
)
の
予
定

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
六
日
か
ら

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
十
日
ま
で

詳
し
く
は
、
市
都
市
整
備
課
へ

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
6
5

山一

E

至長山

巨ヨ

標
示
板

十 10

至宇和島
← 

災
害
情
報
電
話
を
設
置

宮
⑫
7
0
0
0

り
た
い
と
き
は
、
宮
@
7
0
0
0
番
へ

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

火
災
、
救
急
の
通
報
や
防
火
相
談
な

ど
は
、
従
来
の
と
お
り
次
の
局
番
へ
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

V
火
災
・
救
急
の
通
報

1
1
9

V
防
火
相
談
や
通
常
連
絡

宮
⑫
2
6
6
5

一
一
日
(
満
州
事
変
聞
の
受
傷
り
病
者
は

昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
)
以
後
じ
後

重
症
と
な
っ
た
人
の
妻
、
ま
た
は
婚
姻

し
た
人
の
妻
三
十
万
円

受
付
昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日

か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
戦
傷
病
者
が
昭
和
五
一
十
八
年

4

四
月
一
日
以
前
に
死
亡
し
た
場
合
は
、

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
給
付
金
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

大
洲
市
福
祉
事
務
所
援
護
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
7
6

戦
傷
病
者
の
妻
の
み
な
さ
ん
ヘ

特
別
給
付
金
を
支
給

消
防
本
部
で
は
、
事
業
費
六
百
七
十

万
円
を
か
け
て
、
電
話
通
信
施
設
を
整

備
し
ま
し
た
。

ご
の
施
設
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
職
員

が
直
接
行
っ
て
い
た
消
防
関
係
者
へ
の

連
絡
が
短
時
間
の
ち
に
、
自
動
的
に
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
み
な
さ
ん
の
関
心
の
深
い
火

災
、
大
規
模
な
事
故
、
風
水
害
な
ど
の

情
報
や
火
災
予
防
に
関
す
る
こ
と
を
、

電
話
で
ム
お
知
ら
せ
で
き
ま
す
の
で
、
火

2

災
の
起
こ
っ
た
場
所
や
状
況
な
ど
が
知

戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、
あ
ら
た

め
て
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者
、
金
額
(
国
債
で
支
給
、

軽
症
者
半
額
)
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
に
第
五
款

症
以
上
の
増
加
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い

る
戦
傷
病
者
の
妻
の
う
ち
次
の
事
項
に

該
当
す
る
人

V
第
六
回
特
別
給
付
金
国
債
(
一
一
干

万
、
十
五
万
)
の
「
い
号
L
l

「
り
号
」
を
受
け
た
人

二
十
一
二
万
円

1
六
十
万
円

V
第
十
一
回
特
別
給
付
金
国
債
の
、

「
い
口
巧
し
を
受
け
た
人
、
第
八
回

の
「
ろ
号
」
ま
た
は
「
は
号
」
を

受
け
た
人
、
第
二
回
の
「
ぬ
号
」

を
受
け
た
人

三
十
万
円

②
昭
和
五
十
八
年
四
月
一

H
に
第
五
款

症
以
上
の
増
加
恩
給
を
受
け
て
い
た
戦

傷
病
者
の
妻
で
、
昭
和
五
十
四
年
四
月

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

おおず

秋
の
火
災
予
防
運
動
(
十
一
月
二
十

六
日

1
十
二
月
二
日
)
に
あ
わ
せ
、
防

火
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
十
一
月
二
十
七
日

1
三
十
日

と
こ
ろ
若
宮
A
コ
l
プ
大
洲
庖
内
4

広報



おおず

愛
媛
県
の
最
低
賃
金

一
日
三
千
三
百
十
円
に

広報

愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
愛

媛
県
最
低
賃
金
を
決
定
し
、
昭
和
六
十

一
年
十
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
十
月
一
日
以
降
は
、
従

業
員
に
支
払
う
賃
金
を
一
日
三
千
三
百

十
円
(
一
時
間
四
百
十
四
円
)
以
上
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
産
業
別
最
低
賃
金
は
、
次
の

表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

雇
用
者
は
、
次
の
よ
う
な
事
に
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
ο

。
最
低
賃
金
の
あ
ら
ま
し
を
労
働
者
に

周
知
す
る
こ
と

0

0
二
つ
以
上
の
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

る
と
き
は
、
最
も
金
額
の
高
い
最
低

賃
金
を
適
用
す
る
こ
と
。

。
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と

0

0
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

五
郎
橋
の
信
号
機

ラ
ッ
シ
ュ
時
は
三
色
信
号
に

昭和61年11月1日

大
洲
市
五
郎
の
五
郎
橋
は
、
車
両
感

知
式
の
信
号
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
朝

夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
に
は
車
が
渋
滞

し
て
い
ま
し
た
。

渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
十
月
一
日

か
ら
午
前
七
時
三
十
分
か

h

勺
午
前
八
時

三
十
分
ま
で
の
問
、
定
周
期
(
一
二
色
信

当
な
ど
は
、
賃
金
の
中
に
算
入
さ
れ

な
い
こ
と
。

最
低
賃
金
、
最
低
工
賃
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
、
愛
媛
労
働
基
準
局
E
0
8

9
9
⑫
2
1
0
1
、
ま
た
は
八
幡
浜
労

働
基
準
監
督
署
E
0
8
9
4
⑫
1
7
5

0
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

叩
私
は
人
権
と

Z

一
日
う
言
葉
の
意
味
を
知

叩
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
辞
典
で
調
べ
て
み

間
る
と
、
「
人
聞
が
生
れ
な
が
ら
に
し
て

肝
も
つ
で
い
る
、
人
と
し
て
の
権
利
L

と

申
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
で
は
権
利
と
は

時
何
だ
ろ
う
、
と
調
べ
で
み
る
と
、
「
そ

問
の
こ
と
を
す
る
資
格
」
と
書
い
て
あ
り

門
ま
し
た
。

間
そ
う
す
る
と
、
人
権
と
は
「
人
聞
が

時
生
れ
な
が
ら
も
っ
て
い
る
、
人
と
し
て

自
の
資
格
L

と
勺
フ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

却
な
ぜ
、
み
ん
な
こ
の
こ
と
に
つ
い
で

平
話
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ

問
う
か
。
そ
れ
は
、
さ
っ
き
調
べ
た
人
権

却
と
、
正
反
対
の
行
動
を
と
る
人
が
い
る

担
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
入
、
個
人

向
個
人
の
資
格
、
権
利
を
ふ
み
に
じ
っ
て

向
い
る
人
が
い
る
か
ら
で
す
。

-
優
し
さ
と
厳
し
さ
の
調
和
の
と
れ
吋
み
ん
な
こ
の
世
に
生
れ
て
き
た
の
は
、

た
家
庭
、
つ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
時
悲
し
ん
だ
り
、
苦
し
ん
だ
り
す
る
た
め

V
下
請
取
引
適
正
化
推
進
月
間
叩
に
生
れ
て
き
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

下
請
取
引
の
ル

i
ル
を
守
ろ
う
由
こ
の
世
の
す
ば
ら
し
い
も
の
を
見
た
り

V
雇
用
保
険
適
用
促
進
月
間
中
聞
い
た
り
、
自
分
で
体
験
し
た
り
す
る

雇
用
保
険
に
加
入
し
て
日
た
め
に
、
こ
の
世
に
生
れ
で
き
た
の
で

社
会
保
証
制
度
の
充
実
を
を
す
。

V
雇
用
保
険
不
正
受
給
防
止
啓
発
月
間
今
、
私
達
は
と
て
も
幸
福
な
く
ら
し

ル
i
ル
を
守
っ
て
正
し
い
受
給
を
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
私
達
の
よ
う

V
文

化

財

保

護

強

調

月

間

に

、

幸

福

な

く

ら

し

の

で

き

な

い

人

達

-愚低賃金局知旬間・

竹月21日一30日

イ牛 名 1 日 1時間

愛媛県最低賃金
円

414 円3，310 

食料品・飲料 円 円

製 造 業
3，703 463 

木材・木製品 円 円

産 製 造 業
3，826 479 

業 パルプ製造業 円 円

j羊 車氏
3，881 486 

別

最
窯業・土石製品 円 円

製 造 業
3，938 493 

f丘
鉄 鋼 業 円 円

賃 自動車整備業
3，878 485 

金 円 円
主P 7ーま2ず 業 3，848 481 

7亡量乙2 業 円 円

飲 食 后
3，518 440 

号
)
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。

信
号
に
従
っ
て
進
行
し
て
く
だ
さ
い
。

十
一
月
は

0
0
0
月
間

V
伝
統
的
工
芸
品
月
間

暮
ら
し
に
生
か
そ
う
伝
統
的
工
芸
品

V
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

-
青
少
年
を
見
守
り
、
「
愛
の
一
声

運
動
」
や
好
ま
し
い
環
境
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う

No.97 

人
権
を
考
え
よ
う

小
学
校
六
年
女
子

人
権
作
文
か
ら

⑥ 

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

貧
苦
の
底
に
し
ず
ん
で
し
ま
っ
て
い
る

人
や
、
い
わ
れ
の
な
い
差
別
を
う
け
て

い
る
人
も
い
る
の
で
す
。

社
会
科
の
授
業
で
、
江
戸
時
代
に
は

き
び
し
い
身
分
制
度
が
あ
っ
た
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
そ
の
身
分
制
度
は
、
武

士
は
武
土
、
町
人
は
町
人
、
農
民
は
農

民
と
い
う
よ
う
に
、
親
の
身
分
を
、
子

供
に
ま
で
う
け
つ
が
せ
る
の
で
し
た
。

そ
の
た
め
に
人
々
の
中
に
は
、
働
き

た
い
と
思
う
仕
事
に
も
思
う
よ
う
に
つ

け
ず
、
つ
ら
い
思
い
を
し
た
人
も
た
く

さ
ん
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

生
活
の
苦
し
い
農
民
よ
り
も
、
さ
ら
に

低
い
身
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
と

て
も
悲
し
く
思
い
ま
し
た
。

身
分
制
度
に
限
ら
ず
、
私
達
は
、
幸

福
に
生
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

権
利
が
う
ば
わ
れ
よ
う
と
す
る
時
に
は

心
の
せ
ま
い
考
え
を
せ
ず
、
広
い
心
、

ま
っ
白
い
心
で
、
人
権
を
守
り
続
け
る

こ
と
を
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
of

。

。

小
学
校
六
年
生
は
、
し
っ
か
り
と
し

た
態
度
、
正
し
い
目
で
、
差
別
を
見
ぬ

き
、
人
権
を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
大
人
の
責
任
も
、

ま
た
重
大
で
あ
り
ま
す
。

-11-

つ
づ
く
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パートタイム労働旬間
(11月1日-108)

奥

さ

ん

訪

No.65 

問

おおず

V
兵
庫
県
多
紀
郡
丹
南
町
の
生
ま
れ
で

す
。
篠
山
川
と
い
う
川
が
流
れ
て
い
て

盆
地
な
の
で
、
大
洲
と
よ
く
似
て
い
ま

す
ね
。

V
山
の
芋
や
栗
が
名
産
で
す
が
、
有
名

な
の
は
黒
豆
で
す
。

V
主
人
(
恒
男
さ
ん
)
と
は
、
神
戸
で

広報

肱
川
が
印
象
的
で
す

若
宮

笹
田
真
由
美
さ
ん
(
却
歳
)
)

同
じ
会
社
に
勤
め
て
い
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
今
年
の
三
月
に
結
婚
し
ま
し
た
o

v初
め
て
大
洲
に
来
た
と
き
は
、
肱
川

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
夏
の
花
火

大
会
は
、
適
当
な
聞
が
あ
っ
て
面
白
い

と
思
い
ま
す
。

V
大
洲
の
人
は
、

み
ん
な
お
っ
と
り
し

自
立
互
助
の
精
神
を
堅
持
し
な
が
ら

社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
九
月
十
九
日
、

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
で
、
第
二
十

三
回
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

老
人
福
祉
功
労
者
や
優
良
老
人
ク
ラ

ブ
の
表
彰
や
、
米
寿
者
(
八
十
八
歳
)

六
十
三
人
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
後
、

近
田
市
長
の
「
時
代
の
変
化
と
ご
と
わ

ざ
L

と
題
す
る
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し

た。
近
田
市
長
は
「
昭
和
三
十
年
以
降
に

生
ま
れ
た
人
は
新
人
類
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
豊
富
な
知
識
は
持
っ
て
い
る
。
た

だ
、
世
の
中
の
道
理
と
い
う
か
経
験
を

し
て
い
な
い
た
め
、
私
た
ち
旧
人
類
が

そ
う
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
と
語
り
、
当

日
会
場
に
集
ま
っ
た
約
千
人
の
共
感
を

誘
っ
て
い
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

。
大
洲
市
長
表
彰

て
い
る
感
じ
で
す
。
言
葉
で
は
、
初
め

に
「
が
い
に

1
」
が
付
く
の
で
判
り
に

く
か
っ
た
。

V
海
が
近
い
せ
い
か
、
魚
や
貝
は
お
い

し
い
で
す
。
ニ
ナ
と
い
う
貝
は
、
初
め

て
食
べ
ま
し
た
。

V
五
郎
の
菜
の
花
は
、
素
晴
ら
し
く
奇

麗
で
す
ね
、
う
か
い
に
も
一
度
乗
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

V
主
人
は
、
や
せ
で
い
る
の
で
も
う
少

し
太
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
男

川
老
人
福
祉
功
労
者

①
下
西
英
哉
(
八
多
喜
)
②
山
本
頼

光
(
柳
沢
)
③
坂
井
カ
ツ
ミ
(
中
村
)

④
神
岡
藤
子
(
中
村
)

倒
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

肱
北
鶴
亀
会
(
代
表
武
田
清
繁
)

矧
ね
た
き
り
老
人
優
良
介
護
者

①
山
下
富
枝
(
大
洲
)
②
渡
辺
ア
キ

ノ
(
大
洲
)
③
村
上
芳
夫
(
田
口
)

④
尾
崎
エ
ミ
子
(
北
只
)
⑤
大
久
勝

子
(
柚
木
)

。
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

川
老
人
福
祉
功
労
者

上
田
秋
男
(
上
須
戒
)

制
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

神
南
長
寿
会
(
代
表
坂
田
義
高
)

O
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

①
福
岡
八
百
蔵
(
中
村
)
②
杉
本
政

雄
(
五
郎
)
③
白
石
茂
義
(
田
口
)

④
中
野
武
喜
(
野
佐
来
)
⑤
長
尾
義

紀
(
多
田
)
⑥
増
田
末
春
(
柳
沢
)

⑦
矢
野
猪
助
(
多
国
)
⑧
沢
山
タ
マ

(
春
賀
)

で
も
女
で
も
早
く
子
供
が
欲
し
い
。

新
刊
図
書
案
内

愛
媛
県
史

近
世
上
・
近
代
上

教
育
・
芸
術
・
文
化
財

社
会
経
済
1
・
3
考
古

活

眼

活

学

安

岡

正

篤

著

人
生
は
六
十
過
ぎ
が
面
白
い

石
垣
綾
子
著

良

寛

を

歩

く

白

水

上

勉

著

世
界
の
旅
5
・
日
森
本
哲
郎
編

老

春

の

門

南

日

本

新

聞

社

編

愛
盲
館
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か

小
出
和
子
著

ア
・
グ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ

A

・カ今ォ
l
ト
著

葬
式
ご
っ
こ
朝
日
新
聞
社
社
会
部
編

ま
り
子
の
校
長
日
記
宮
城
ま
り
子
著

あ
た
た
か
な
医
療
を
考
え
る

遠
藤
周
作
著

あ
i
ん
歯
科
診
療
室
上
村
晋
也
著

わ

元

気

で

す

ね

高

野

正

雄

著

味

の

か

た

り

ベ

柳

原

敏

雄

著

ベ

ラ

ン

ダ

菜

園

青

木

茂

之

著

月

の

宴

佐

多

稲

子

著

旅

の

幻

燈

五

木

寛

之

著

天

狼

星

栗

本

薫

著

女
た
ち
は
古
代
へ
朔
ぶ
三
枝
和
子
著

あ
の
道
こ
の
道
吉
行
淳
之
介
著

表

参

道

十

年

小

泉

タ

エ

著

河

岸

に

立

ち

て

井

上

靖

著

宝
塚
晴
蛤
工
場
私
記
上
田
雅
一
一
編

コ
ン
タ
ク
ト

C
・
セ
l
ガ
ン
著

『
読
書
は
、
永
遠
の
ニ
ュ
ー

メ
デ
ィ
ア
』

図

書

館
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おおず広報

企 い つ ま で も お 元 気 で

近田市長菅田の有友さんを訪

敬老の日を前にした 9月 8 目、近田市

長は、市内最高齢の有友ムメカさんの家

を訪れて長寿を祝いました。

ムメカさんは、明治20年 3月17日生ま

れの99歳。 r県内最高齢者になってみた

しミ」ととても元気な様子でした。

舟メヲ
ズ町、r手

4
司
肱
川
橋
に
カ
ゲ
ロ
ウ
乱
舞

九
月
十
二
日

1
十
四
日
ま
で
の
三
日
間
、
オ
オ
シ
ロ
カ

ゲ
ロ
ウ
が
肱
川
橋
な
ど
に
大
量
発
生
し
ま
し
た
。

A
7
か
ら

約
十
五
年
前
か
ら
発
生
し
て
お
り
、
毎
年
九
月
初
旬
、
七

時
二
十
三
分
に
出
現
し
て
い
ま
す
。

昭和61年11月1日

v今年は豊作・・・・・・観光イモ園

10月 3目、上須戒の松久保団地で「観

光イモ園」が開園されました。今年は天

候もよく、イモの玉太りも上々というこ

戸 A""
U{⑦)}j 

とです。

昭和57年に開園され、昨年は松山、

中心に観光客約200人 が 訪 れ ま し た 。

今治などを

v“ふ、れあい広場ソフトボール大会"

障害のある人への理解と相互交流を

目的とする“ふれあい広場"が、 9月

7日大洲学園グラウンドで開催されま

した。今回は、大洲学園、大洲育成園、愛媛刷

子、フラッパ ズの 4チ ー ム が 参 加 し て の 親 善

ソフトボール大会が行われ、大洲育成園が優目券

しました。

十
一
月
十
一
日
j
十
一
月
十
七
日

H

税
を
知
る
週
間
u

で
す

税
金
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

活
動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

今
年
も
、
十
一
月
十
一
日

1
十
一

月
十
七
日
の
期
間
を

H

税
を
知
る
週

間
u

と
し
て
、
税
金
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
る
た
め
各
種
の
行
事
が
全

国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

大
洲
税
務
署
で
も
、
広
く
市
民
の

み
な
さ
ん
に
税
の
意
義
や
役
割
を
正

し
く
理
解
し
、
認
識
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
租
税
教
室
、
税
に
関
す
る

座
談
会
な
ど
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
税
金
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
「
暮
ら
し
の
道
し
る
べ
」
「
国

税
の
し
お
り
」
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
大
洲
税
務
署
へ

宮
⑫
3
1
1
5

r 

さ防19月末までの

大洲市内の交通事故
国会11式大の l 

人¥9月末 昨年
現 在 同期

件 数 1 9 4 170 
火 52災?な

負傷者 Z 5 9 Z Z 7 Zた

死者 2 2 

運 ;主伊

動 役

-13-
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実

施

日

該

当

者

日
月
4
日
(
火
)
昭
和
臼
年
6
月
生

日
月
日
日
(
火
)
昭
和
臼
年
3
月
生

日
月
日
日
(
木
)
昭
和
印
年
4
月
生

日
月
日
日
(
火
)
昭
和

ω年
ロ
月
生

日
月
お
日
(
火
)
昭
和
田
年
目
月
生

肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
口
時
1
日
時
加
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
晶
母
子
健
康
子
帳

胃
、
が
ん

検
呈A
Õ~ 

実

施

回

日
月
5
日
(
水
)

日
月
6
日
(
木
)

日
月
日
日
(
火
)

日
月
ロ
日
(
水
)

場

所

市
民
会
館
(
肱
南
)

(
久
米
)

南
久
米
連
絡
所

上
須
戒
連
絡
所

相談ごと案内
いずれも無料です。お気軽に

ご利用ください。

修交通事故相談

とき 11月10日 10時一15時

11月20日ク

ところ 市 役所 1階会議室

砂人権相談

と き 11月20日 13時~16日寺

ところ 社 会福祉協議会事務局

砂心配こと相談

とき 11月 4日

11月10日

11月25日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大 洲 市 福祉事務所

惨行政相談

とき 11月 12 日 9 時~12時

ところ 市役 所 1階会議室

急、がれる時は、電話で相談し

てください o ft⑫ 3794 (玉木)

砂社会保険相談

と き 11月20日 10日寺一16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

惨医師・栄養士による健康相談

と き 11月27日 13日寺~15時

ところ 大洲市保健センタ

対象的歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲)

E⑪ 6100 大洲 福祉 会

館(新谷)ft⑫ 0947

惨不動産無料相談

と き 11月15日 9 日寺~16a寺

ところ 宅建協会大洲支部(フ

ヂエダ花庖 2階 、 常 磐 町 4) 

おおず広報

受
付
時
間

料

金

婦

人

が

ん

検

診

111111 
月月月実
12 6 5 
日日日施

水木水日

場

所

市
民
会
館
(
肱
南
)

(
久
米
)

保
健
セ
ン
タ
ー

(
肱
北
)

保
健
セ
ン
タ
ー

(
喜
多
)

受
付
時
間
日
時
i
H
時

検
診
内
容
(
)
内
は
料
金

子
宮
が
ん
検
診

(
7
0
0
円
)

乳
が
ん
検
診

(
2
0
0
円
)

日
月
四
日
(
水

13日寺~16日寺

成
人
病
・
結
核
検
診

実

施

日

場

所

日
月
5
日
(
水
)
市
民
会
館
(
肱
南
)

日
月
6
日
(
木
)
市
民
会
館
(
久
米
)

日
月
比
日
(
金
)
三
善
連
絡
所

日
月
四
日
(
水
)
保
健
セ
ン
タ
ー

日
月
初
白
(
木
)

受
付
時
間

9
時
部
分

1
1
時

日
時
1
日
時

無
料
で
す
。

事ヰ

金

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

日
月
2
日

(
日
)

岡
本
耳
鼻
科
(
本
町

宮
⑫
3
7
5
2

日
月
3
日

(
月
)

日
月
9
日

(
日
)

日
月
日
日

(
日
)

日
月
お
日

(
日
)

日
月
M
日

(
月
)

日
月
初
日

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

石
田
産
婦
人
科
(
志
保
町
)

E
@
2
3
4
7
 

市
立
大
洲
病
院

宮

(
ω
2
1
5
1

清
水
内
科
(
志
保
町
)

宮

(
ω
2
0
1
7

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

祖
母
井
外
科
(
中
村
)

宮
⑫
3
7
5
6

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

弘
岡
内
科
(
中
村
)

宮

(
ω
3
3
6
3

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

池
田
泌
尿
器
科
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
3
1
0
0

市
立
大
洲
病
院

宮

(
ω
2
1
5
1

沢
井
小
児
科
(
中
村
)

日

告
⑫
7
5
3
0

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
日
月
6
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
却
分

i
ロ
時

大

洲

精

神

病

院

日

時

i
H
時
却
分

喜
多
医
師
会
病
院
日
時
l
M
時

-
月
日
日
(
木
)

八
幡
浜
地
方
局
大
洲
出
張
所

9
時
却
分
1
1
時

大
洲
市
役
所
日
時
泊
分

i
H
時
却
分

大
洲
喜
多
開
拓
建
設
事
業
所

5
土
寸

1
6土
寸

1
E
A
円
門
H

1

E

4

円
円
H

一寸巳一

二
言
ロ
一

-14ー

匝五
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
一
九
八
八

年
三
月
か
ら
、
公
務
員
の
執
務
中
禁
煙

を
実
施
す
る
予
定
と
新
聞
に
書
い
て
あ

り
ま
し
た
。

喫
煙
者
に
は
、
だ
ん
だ
ん
と
肩
身
が

狭
く
な
っ
て
く
る
よ
う
で
す
が
、
幸
い

に
ち
(
不
幸
に
も
?
)
日
本
で
は
、
ま

だ
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
制
度
は
実
施
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
ど
う
な
る
か
、

愛
煙
家
に
と
っ
て
気
に
な
り
ま
す
ね
。
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